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議会運営委員会 

 

平成３０年７月２７日（金）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○三鬼（和）委員長  おはようございます。 

 ただいまより議会運営委員会を開会いたします。 

 本日の議題につきましては、前回の議会運営委員会で予告させていただきました

ように、尾鷲市議会基本条例の検証及び見直しというか、評価とともに、見直しに

ついて作業を行うということで、これのスタートとなっています。２番目には、現

在使っているタブレット端末等々の今後について、参考意見を求めるということと、

３番目は、前回も少し説明をさせていただきましたが、ユーストリームからユーチ

ューブへインターネットライブ放送が変わるということで、若干、それの説明とな

っております。 

 それでは、１番の尾鷲市議会基本条例の検証及び見直しについてでございますが、

事務局、基本条例のところを出してくれますか、タブレット。 

 済みません、検証及び見直しについて、前回のお話とともに、副委員長、事務局

ともども少し検討したことがございますので、それについて説明させていただきま

す。 

 今送りましたのを開いてください。 

 方法、進め方につきましては、前年の亀岡市議会さんを訪問した折に検証を行っ

ておりましたので、それを参考にさせていただきまして、検討をする形というんで

すか、これをしてみました。 

 検証の評価、検証とともに尾鷲市議会のあれを評価していく中で、検証は、各条

ごとに関連する具体的方策、取り組み事項、現状の課題等を確認した上で、次の３

段階により、各条項の目的達成状況を評価するということで、Ａ評価としては、お

おむね８０％以上で、この条例は達成しているであろうという評価をしたい。 

 それから、Ｂとしましては、３０％から５０％で、一部達成であるが、もう少し

活性化というか、こういった条例を運用すべきではないかという評価。 

 Ｃとしましては、未達成として、基本条例の中には、全国どこでも一緒なんです

けど、全然達成していないものも含めて、市議会運営はこうであろうということを

うたっておりますので、そのように３０％未満のものを未達成として、今後どのよ
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うにしていくかということ。 

 もう一点は、評価になじめない条項、例えば前文とか、そういったこともありま

すので、そういったものはＡ、Ｂ、Ｃという評価ではあらわさないんですけれども、

若干、時代の変革であるとか、後期基本計画等を踏まえて、もう少し文言等である

とか、それを吸わすべきであるのではないかということがあれば、検討するという

ことです。 

 そして、先ほどの説明の中でも言わせていただきましたが、評価結果がＢ、Ｃと

なった条項については、次の区分により今後の方向性を検討、継続して取り組む、

新たな取り組みを検討する条項を改正するとか、わかりやすい、取り組みやすいよ

うな条項の文言等も踏まえて具体的にやるというのと、その他というような形で、

Ｂ、Ｃとなったものについては今後検討していくと。 

 条例の見直し、新たな取り組みの検討について、上記より条例改正の必要がある

と判断された場合は、改正案の検討を行い、適時、定例会において条例改正を提案

する。新たな取り組みを検討する必要があると判断された場合は、別途、検討項目

として、現在の取り組み項目と合わせ、その検討を行う。 

 ５番目としましては、会議規則等関係条規、運用基準及び申し合わせ等の整理を

行っていく。これはどういうことかといいますと、既に政務活動費とかも廃止され

ておりますが、本来は、こういった基本条例とあわせて取り組むというのが基本で

ございますので、こういったことも踏まえてもう一度検証し直す、評価し直すとい

うことになっています。 

 次の２の実施スケジュールについてでございますが、これにつきましては、前文

から、第１章から４章まであるわけなんですけど、後ほど、今回は集計をしたいと

いうことで、タブレットと同時にペーパーのほうも活用させていただきますので、

お配りさせていただきますが、各条ごとの検証結果に基づき、今後の方向性につい

て協議していく、条例の改正の検討があるのか否か、新たな取り組み項目の検討、

追加すべきであるとかということです。関係条規運用基準等の整備につきましては、

ほかの尾鷲市議会の中で取り組んでおるのと、これと関連性がなければいけないの

で、それらの整合性について整理したい。今後の方向性について整理、確認、条例

改正案の作成、検討をしまして、もし変更すべき、改正すべきとなれば、次年度の

第１回定例会、いわゆる３１年３月におきまして、条例改正の発議等という流れで

進んではどうかということを正副委員長、事務局と流れについて整理させていただ

きました。 
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 まず、これらについて、もし御質疑ございましたらお願いします。 

○村田委員  ３１年の３月に条例改正の発議等があったらやるということなんで

すが、そうすると、今回の見直しについては大体どのぐらいの頻度でやるつもりな

んですか。開催を何回もしなきゃ、１回ではできないでしょう。その頻度について、

今後のスケジュールを具体的にお示しをいただきたいと思います。 

○三鬼（和）委員長  従前、こちらのほうで検討させていただきましたのは、定

例会がある月はできないということがございますのと、あと条例につきましても、

１章から２章までを第１弾、それから３章、４章を第２弾という形で行うというこ

とで、休会月の月に２回ぐらいでこれを整理していくというのと、余りしょっちゅ

う集まっておれないので、今回検証シートを用意しましたので、これを各自持参し

ていただいて、このことについてもちょっとお伺いしようと。一個一個、この委員

会で検証していくものなのか、それとも個々で持ち帰っていただいて、検証したの

をもう一遍集めまして、それを集計して、それから会議をするのかということで、

月に２回なんですけど、その間、大幅に変わることがあれば、議長にお願いして全

協も開いていただかなくちゃいけないということもありますので、それぐらいのペ

ースで、今から行きますと７月、８月、１０月、１１月、２月、約５カ月ぐらいの

間に２回ぐらいでやっていけるのではないかと。実際、つくったときには１年ぐら

いかかっておりますので、それぐらいで、あと必要に応じて皆さんとの調整をして

開催させていただくというのでいかがかなと想定はしておるんですけど。 

○村田委員  きょうからその作業に入るということなんですか。 

○三鬼（和）委員長  その件につきましても、一応、評価、検証をすべきシート

をこちらのほうで、亀岡市議会等々のまねをしましてつくらせていただきましたの

で、これをこの委員会で一つずつやっていくような形をとるのか、それとも持ち帰

って、評価を各自でしていただいたのを議会事務局に出していただきまして、それ

を同じような評価をされる方もいると思いますもんで、集計したような形の表をつ

くって、そこから議会運営委員会のメンバーで議論するという形はどうかなとは想

定しているんですけど、いかがですか。 

○村田委員  亀岡市議会のまねじゃないんですね。亀岡市議会のを参考にして、

参考事例をとって、尾鷲市独自にこれをやっていくということなので、まねじゃな

いんですね。 

○三鬼（和）委員長  全く違います。条例も違いますし、そういった検証の仕方

もそれぞれオリジナリティーにやればいいと思っていますもんで、ああいった評価
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したことを参考にして進めさせていただきます。 

○村田委員  今、まねと言ったもんで。 

○三鬼（和）委員長  済みません、ちょっと訂正させていただきます。まねでは

ございません。 

○濵中委員  最初の検証のパーセンテージを出されていますけれども、数が出せ

るものはあるとして、量と質の部分に関しては、それぞれ感じ方でよろしいですか。

基準が何か要るものなのかどうかというのと、あとそれから、数である程度あらわ

せるものは参考として、例えば報告会が何回やりましたよとか、何人集まりました

よとかいうような形の資料は出されますか。 

○三鬼（和）委員長  検証のペーパーには、Ａ、Ｂ、Ｃのランクづけする部分と、

それから文言でこうだということを書き入れるようには用意しております。 

 今後の評価の仕方としましては、例えば討論ということに関しまして、これまで

予算決算委員会であるとか行政委員会でも、討論はという形で討論を何回かしたこ

とがあって、これは議案に対する討論というのもありますし、もともと基本条例に

うたっておるのは、施策提言するための討論を積極的に行うべきと書いてあります

ので、もっと定期的に、例えば前期、後期とか、上半期、下半期というような形で、

議員間同士の討論会をすべきであるとか、例えば中部電力のことに関して、もっと

みんなで議員だけで討論すべきやとかというのをもっとすべきというのやったら、

そういった具体的な表現で、討論のやり方について書いていただいても結構ですし

……。 

○南委員  委員長の考え方は構わんのやけど、皆さんの意見を聞いて進めたほう

がええように思うんやけどさ。考え方は考え方で構わんのやけど。 

○三鬼（和）委員長  例に挙げただけですので。 

○濵中委員  そうしましたら、まずそのシートを見せていただいた上で、どうい

った評価をするのか、基準が要るのかというあたりは考えさせてもらいたいと思う

ので、その辺お願いします。 

○野田委員  まず、時間的なところなんですけれども、検証についてはいいんで

すけれども、６カ月で条例改正発議、採択、施行という形になってくると、僕らは

１年しかまだたっていませんもんで、もっと突っ込んで深掘りするには、６カ月と

いう期間的な部分はどうかなという心配をするわけなんですけれども、経験がある

方は十分熟知されておるんでしょうけれども、この時間をどの基準に置くかという

部分をちょっと考えていただきたいなと思うんですが。 
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○三鬼（和）委員長  私の個人的な意見、当然そういうことが出てくると思いま

すので、例えば来年の３月を目途にしておるのであれば、間に合うものを改正して、

要検討が必要とあれば、これはそれっきりという話ではないと思いますので、それ

以降も検討するとかというのは、議会運営委員会で全員で判断されればいいと思い

ます。確かに、これをつくったときの議員は、議長も当時在籍で、あと南議員と濵

中議員と私だけで、そういったことがありますので、一から読み直しとかをしたと

きに、時間がひょっとしたら足らないというかもわかりませんので、それは確実に

３月じゃなけりゃいけないということはないですけど、一応目途として進めたいと

いうことです。 

○村田委員  だから、第１段階として、来年の３月を目途でしょう。 

○野田委員  第１段階として、３１年の３月でよろしいんですけれども、全体の

中で重要度の高いものから先にやっていくということですか、１章から４章の中で。 

○三鬼（和）委員長  その辺は、シートを濵中委員のほうから先に配ってくれた

らということがありましたので、先ほど説明しましたように、行っておるものは、

大方これは基本条例の中で、この１年間の間でも、議会活動の中で、ああこの条例

に当てはまるものがここだなと思ったらＡ評価でいいわけでございますので、そう

いったことを踏まえてＡ、Ｂ、Ｃを分けて、Ｂのほうを、じゃ、Ａに上げていくの

はどうするかとか、Ｃのほうを条例にあるのに、まるっきり運用していないじゃな

いかということをして、じゃ、次の行動はどうすべきかということを検討していく

ということでございます。 

○野田委員  確認ですけれども、そうしたら、検証の項目を提示してもらって、

それを検証していくということでよしいんですね。 

○三鬼（和）委員長  全条例です。 

○仲副議長  第３条には、検証しますとなっておるんですけど、そもそも委員長

は、この基本条例を今の時期に検証しなければならないという部分があったことに

よる検証なんですか。そこらがちょっとようわからんですけど。 

○三鬼（和）委員長  たしか、仲副議長は副委員長だったと思うんですけど、視

察をした後に、前回説明させていただきましたように、南委員のほうから、一度尾

鷲市議会の我々の基本条例を検証すべきだという意見の提案がございましたので、

それを議会運営委員会へお諮りして進めておるのがきょうです。 

○仲副議長  全ての条例で数値化するというのはかなり難しいと思うんですよね。

Ａ、Ｂ、Ｃに数値化するというのは。それで、検証しなくてもええのもたくさんあ
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ります。そやもんで、言ったら議運のメンバーの皆さんに各自シートを渡して、お

のおの評価をして、それを集約したときにどういうふうにまとめるかというのは、

ちょっと想定しにくいところがあるんですわ。やもんで、各自、シートを評価する

というのじゃなしに、ある程度、委員長の考えでは、こことこことは検証したいと。

それで、委員会の中でやっぱりここもしてくださいというようなところを諮りなが

ら、建前だけの検証じゃなしに、やるべきところだけをすれば僕はいいと思うんで

すけど、いかがですかね。 

○三鬼（和）委員長  １点だけ確認したいので、先ほども議会運営委員会が始ま

る前、事務局とちょっと話して、議長に本来言うべきだったんですけど、検証とか

見直しの結果は、議長に提言というか、議会運営委員会というのは諮問機関ですか

ら、そういう形ですもんで、正副議長は、今回の評価については全協のほうで副議

長についてはしていただきますので、議会運営委員会でまずこれを取り組みたいと

いうのが１点ありますので、御理解を。 

 あと、確かに全部と言ったように、個々には説明しましたように、評価にもなじ

まない条項もあるということはわかっておりますので、全条例を見ていただいた中

で、何をやっぱりもっと力を入れるべきかどうかということをして、議会の活性に

つなげたいということがありますので、その辺は御理解……。 

○南委員  いま一度、視察を踏まえて検証してみたらと提案させていただいたん

ですけれども、僕としての理由づけがあるんですわ、はっきりと。やっぱりこうい

ったところはとか。今も委員長のほうが言った政策討論会の実施というのは、各市

のいろんな事例を見やないかんのですけれども、各市では、本会議場において、こ

の前の議員研修会のときなんか、本会議で動議として出して、本会議場で議員間討

論会を会津若松市なんかはやってみえるのが現実で、うちのところはまだ政策討論

会というのが、そのものについて云々というようなことで、まだこれから検討して

いかんなんという部分が一つあったのと、それと、議長当時、楠議員さんから、よ

く市の政策過程においてのプロセスが、議会に対して見えにくいという提言が二、

三回ありました。 

 そういった意味で、基本条例の中にも政策提言の透明化というようなことでうた

っておるということで、議会だけじゃなしに、執行部ともすり合わせしていかなあ

かん部分というのがかなりあると思うんですね。そういった意味では、僕は特にあ

の２点を重視して、１回検証していただきたいなというのが本来の理由なんです。

全般的に検証するのも大事なことなので、特にこの２点を僕は重視して、もっと深
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めていったほうがいいなというようなことでお願いしたんですけどね。 

○村田委員  今、南委員さんが言われましたけれども、南委員さんはそういう形

でやられるんでしょうけれども、その前に、さっきから副議長も言われていました

けれども、とにかく事務局のほうから出していただいて、南さんの御意見も踏まえ

て、今回はこういうことに集中して検証しようじゃないかという形で進めていただ

かないと、なかなか進んでいかないと思うんですね。 

 それともう一つ、政策に対するという、これは私の私見なんですが、執行部の意

見も聞きながらということも結構です。結構ですが、余りに議会が深入りし過ぎる

と、執行部の行動に足かせをしてしまうというようなことにもなりかねんので、そ

の辺のところは、委員長は本当に賢明な方ですから、そこら辺の仕切りをきちっと

していただきたいなと私は思います。 

○三鬼（和）委員長  １点、先ほど執行部の政策形成におけるということにつき

ましては、最終的には条例でうたっておりますけど、議長と委員長の裁量というの

か、お任せする部分になろうかと思いますので、それは各委員さん、各議員さんの

意見を聞きながら、先ほど村田委員の意見もございますよと。その辺を十分熟知し

てもらってやっていただいたらというふうに、条例の中では確かにうたっています

けど。 

○村田委員  くどいようなんですが、今、正副議長と正副委員長ということがあ

りましたけれども、その辺のところを十二分に御認識をしていただいてやっていた

だくということにしていただかないと、何のための基本条例の検証とか見直しにな

ったんだと。これは混乱を招いただけじゃないかというようなことにもなりかねま

せんので、その辺のところはきちっとしていただくようよろしくお願いします。 

○三鬼（和）委員長   それでは、副議長からの心配点もございましたので、評

価・検証シートを配らせていただきまして、十分副議長が心配してくれましたよう

な新たな取り組みを検討すべきだとか継続して取り組むとかという、そういうのも

チェックするチェック条件も入れておりますので、それを見ていただいた中で、今

後の進め方を検討したいと思います。 

（資 料 配 付） 

○三鬼（和）委員長  お手元に届きましたか。タブレットでこの部分をと思った

んですけど、タブレットにも既にありますけど、このように、現状の課題であると

か、先ほど言わせていただきましたように、評価の仕方であるとか、また今後の方

向性、そして、今後の方向性の中の、先ほど村田委員が心配しておられたようなこ
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ともここへ記入していただいて、これを最終的に全部で調整というのか、意思の統

一を図っていくという形でこのシートをつくらせていただきました。 

 まず、このシートについて御意見ございましたら。 

○奥田委員  ちょっと細かい話で申しわけないんですけど、１点だけ、達成が８

０％以上で、一部達成が３０から５０、未達成が３０未満ということで、例えば５

０から８０はどうしますか。Ｂでいいんかいな。済みません、ちょっと。 

○三鬼（和）委員長  それは、例えば奥田委員の判断で、限りなくＢに近い５０

から８０であろうと思って、５０を超えていたらＡで評価していただいて、Ａの評

価であるけれども、何々であるということを課題の中へ書いていただいたらいいの

ではないかなと。そういうことが出てくるという勘定で……。 

（発言する者あり） 

○三鬼（和）委員長  ５段階にしろと。 

 これも今回意見……。 

（発言する者あり） 

○三鬼（和）委員長  ですもんで、お願いとしてはつくりましたもんで、先ほど

の指摘が、５０から８０のときにあって、おおむねＡとして評価したいけど、もう

少し取り組むべきだとか、そういったのをつけ加えていただけると十分今の意見の

ことを認識できますもんで、よろしくお願いしたいと思います。 

○南委員  これは当然、議会基本条例ということで、最高規範なんですけど、や

っぱり執行部とかかわっていることが結構多いんさな。やもんで、そこら辺もどう

かというのか（聴取不能）。 

○三鬼（和）委員長  あと、申しおくれたんですけど、最初ですもんで、現状の

課題と評価というところまで太字になっておるでしょう。そこを一旦していただい

て、次のときから全員で、この出てきたものを今後の方向性として議論をしていた

だいて、方向性の中で具体的にどうすべきだということをまとめたいというように、

２段で使えるようにしてあります。わかっていただけるかな。 

 ですもんで、シートのところへは名前を書いておいてほしいと思います。 

○野田委員  評価のところで、先ほど奥田委員が言われたように、５０から８０

未満というのがないのはやっぱりおかしいんじゃないのかなって。形式的な部分か

もわかりませんけれども、それがあって、対象外というのは対象外で別に評価しな

かったら対象外だなということでわかりますし。 

○三鬼（和）委員長  これ、条例を読んでいただくと、基本条例をつくっておる
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けど、この辺は運用されていないなとか、大きくわかります、じっくり読んでいた

だくと。そんなに細かい算式のものとか、そんなのじゃないもんで、条例というの

は。ですので、余り１から５までとすると、余計微妙になってくるようなところも

あるので、その辺は現状の課題のところへ入れていただいたらいいのではないかと。 

○仲副議長  先ほども意見を出させてもらったんやけど、シートのつくり方と見

方が今の説明でわかったんですけど、発言しないとそのまま流れていくような気も

しますもんで改めて発言したいんやけど、今、南委員なり村田委員さんが言われた

ように、委員長も含めて、シートの全部の中で、どうしてもこの点については検証

したい、しなくてはならないというのを、やはり委員長がある程度まとめていただ

いて、対象外はこれとこれですよと。これだけはしましょうねと。それからほかの

意見も聞いていただいて、これもしてくださいという意見があれば、そこについて

シートをつくってもよろしいけど、全部つくって、自分が対象外と判断してと、そ

こはどうなんですかね。そこらは委員長の力量である程度やってもらえんのですか。

そうせんと、余り形式にこだわって進んでいくという感じがして、僕はかなわんで

すけどね。 

○三鬼（和）委員長  形式にはこだわっていませんけど、一応流れとしましては、

１章と２章を前半でやって、それから、１章、２章がまとまったら３章、４章と入

っていこうかなという流れが１点、それから、私、委員長といっても、副委員長と

議会事務局とやるんですけど、それだけでいいんでしょうかね。 

○仲副議長  これはあくまでも参考にして、これを読んでいただいて、どうして

も検証したいというのが多分出てくると思うので、それはそれでいいんですけど、

次の議会にどうしても検証したいのを上げてもらって、それからスタートしたらあ

かんのですか。きょう配って、これを全部検証してくださいというんじゃなしに。 

○三鬼（和）委員長  ですもんで、これを議運の皆さんに一遍出してもらって、

１週間ぐらいか何か見ていただいて、その後に各条例ごとの……。 

（発言する者あり） 

○濵中委員  それぞれに感じ方が違うので、一通り目を通すことはありだと思う

んですけれども、例えばこれをつくってからの変化ですね、議会自体の。例えば新

人の方は１年しか見ていないのでというふうにおっしゃって、これをつくったとき

からかかわっている人との、やっぱり温度差というのも出てくるのかなという気が

するので、例えば物量的にあらわせられるところ、条項に応じて。例えば報告会な

んかであったら、こういうふうに回数をこなしてきましたよとか、あと、例えば９
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条なんかですと、議決事件の拡大なんかでこの時点ではこういうふうになっていま

したけど、またさらにふえましたよとか、流れの具体的な、客観的に見られるよう

な資料をつくるのは難しいですかね、どうですか。 

○三鬼（和）委員長  今回、評価シートをつくったのは、先ほど言いましたよう

に、今年度からスタートした方が５人見えるということを踏まえて、全条例を再度

読み直ししてほしいというのが１点と、それから、先ほど言いましたように、地方

自治法とか、そういった検討会によって変わってきたことが、これができて以降の

ことをチェックするのが１点と、それから、先ほど言いましたように、議会報告会

であるとか、あるいは懇談会をするというのもうたっておりますけど、それが報告

会一本になっておるので、例えば今後、３月のときは報告会にして、９月のときに

は懇談会にする形をとるとか、それは議論していただくという前提でこういったも

のをつくらせていただきましたもんで、まず、全条例の検証、評価を１回やって、

その後に各項であるとか条例ごとの改正の検討が要るのとか、新たな取り組みを検

討すべきとか、今言われましたように、関係条規とか運用基準等の整備をするとい

うのを、議長もそうなんですけど、正副委員長、それから議会事務局と地方自治法

の関連で変わったこと等は整理させていただきますもんで、それを出した上で現基

本条例がベターなのかどうかというところへ入っていきたいというので。 

○村田委員  今言われたことは、逆なときもあるんじゃないですかね。みんなで

やって、それから事務局で国のほうとか、制度上変わったところというけど、まず

その辺のところを整理していただいて、それで正副議長と正副委員長で協議をして、

この辺にまとまったから、皆さん、どうですかという形で来るのが、先ほど南さん

も言われましたけれども、これは順序が逆なような気がするんですから、まず、４

名の方々で一遍検討してくださいよ。その上で我々にしてもらわんと、こうなって

くると収拾つかんようになりますよ。 

○三鬼（和）委員長  わかりました。作業部会でやったように全員で、メンバー

でやりたかったんですけど、こちらで。今、村田委員、南委員から、副議長もそう

なんですけど、提案がございましたように、じゃ、集計というか表……。 

 しかしながら、一応このシートもつくりましたので、皆さんはしてください。 

 あと、先ほど言いましたように、地方自治法であるとか、そういった部門につい

ては一遍整理して、うちの基本条例にかかわることはここであるというのも、また

そういった資料をつくるということで、それでいいですか。 

○南委員  それが一番ベストやと思うんやけれども、僕ら、本当に意見のあるこ
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とは、これもちょっと参考に考えてくださいよということは、意見としては過程中

でも言わせてもらいますので、よろしくお願いします。 

（「出したほうがいい」と呼ぶ者あり） 

○南委員  そうかそうか。一応出してもらおうか、それやったら。 

○三鬼（和）委員長  検証シートにつきましては、もうちょっと、お盆等が来ま

すもんで、お盆過ぎぐらいに一遍会議を持てたら、早い時期に持てたらいいと思い

ますけど、６日に行政常任委員会があるということで、その後、旧盆等がございま

すので、盆はできたらあれということで、盆過ぎぐらいに、皆さんの都合を聞きま

すけど。 

（発言する者あり） 

○三鬼（和）委員長  わかりました。 

 一応、１０日ぐらいの間に検証シートを一遍……。１０日というのはいつぐらい

になる。お盆前ぐらいにもし出せたら……。まだ、お盆は何も作業はしないと思い

ますけど、いつぐらいがいいですか。 

（発言する者あり） 

○村田委員  これじゃなしに、これは見るんですから、とりあえずさっき言った

ように、４名の方と事務局できちっと整理をしてから、これはこれでそのときに出

しゃええじゃないですか。 

○三鬼（和）委員長  一応目途としましては、９月定例会の予定が、８月の終わ

りぐらいに議運、全協がある予定だと思いますので、そのくらいまでに皆さんは個

人的に評価をしておいてください。お願いします。 

 それまでに何とか、先ほど言った部分についてはまとめたいと思います。 

 その結果、各条項をこの委員会の中で検証しまして、まとまったら議長にお願い

して、全協で全議員に、全議員からの意見を聞く時間も要ると思いますので、そう

いったところは余裕を持って、まず検討の段階は、そういったテンポで進めたいと

思います。 

 いいですか。 

○村田委員  それはそれで、本当にそういうふうに進めていただいたら結構なん

ですが、検証のあり方をどの辺までやっていくのかということを基本的に４名の方

で決めておいていただかないと、限りなくどんどんどんどん言ったら、これは切り

ありませんから、細かいことまで言いかけたら、これは本当に切りありませんし、

先ほど申し上げましたように、執行部の執行にかかわることなんかもあるわけです
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から、そのことを細かくやることによって、尾鷲市の行政の執行のあり方がどうな

のかということになってきますから、執行部の立場も考えて、我々は検証していか

なくてはならないと思いますので、その辺のところも４名の方々で十分線引きをき

ちっとしていただくようお願い申し上げます。 

○三鬼（和）委員長  政策過程の云々ということにつきましては、こういった条

例でうたっておっても、それが強要するものかどうかというのではないということ

で、そのときそのときの裁量というか、あれもございますし、今、村田委員が言わ

れましたように、踏み込んでするのはいかがかというのが、条例というのは常識で

判断するものですから。なので、わかっております。 

 じゃ、そのような形でこの件は。 

 じゃ、このシートについては、皆さん、８月いっぱいぐらいを目途に、皆さんで

精査していただきたい。これは２章までありますので、まず２章までのことという

ことで。 

 あと、先ほど宿題となりしたように、正副議長とともに正副委員長で、地方自治

法にかかわることであるとか直接、政務活動費なんかもなくなったということで、

そういったところの関係とか、それも含めて、次の集まりのときまでに精査をさせ

ていただくということで。 

 今回、一旦これを出してもらってから、皆さんにまた議論いただくということで

いいですか。 

（発言する者あり） 

○三鬼（和）委員長  それでは、基本条例の評価、検証については、この辺でい

いですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  次に、タブレット端末についてなんですけど、今使ってお

りますｉＰａｄＡｉｒ２につきましては、ＯＳも含めてそんなに古いものでないと

いうことで、それと議員の皆さん、常備していただいておる方もいますけど、文書

的なものとか、そういうのなので、容量につきましても機能につきましても今は十

分ということで、市の財政を考えると、今任期いっぱいは何とかお互いもたせたい

なというような事務局等の希望もあってあれなんですけど、サイドブックスの先礼

をつけました逗子市議会におきましては、既に次にあれするときに、Ａ４判という

の、１２インチ弱ぐらいのを使っておるようです。これをあれしたときも、一括購

入じゃなしに、上手に目玉商品みたいなので購入したというのが、費用負担をかけ
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ないというのにありましたので、今後、議会事務局におきましても、そういった購

入の仕方ができるときには、不規則的に検討していくということがあろうかと思う

んですけど、皆さん、今後どうですか。個人的にもう持っておられる方もいるんで

すけど、約１０インチ弱かな、このサイズと、今後はＡ４サイズというのか、今の

予算書、決算書と一緒のサイズ、これについて、参考意見として、少々重くなって

も大きいほうがいいのではないかとか、どうですか、その辺の意見は。 

（「そりゃ、大きいほうがええやろう」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  Ａ４サイズね。 

 サイドブックスに関しては２画面別の資料を、Ａの資料とＢの資料と２画面で出

せないのが欠点なんですけど、Ａ４サイズになると、見方としては、紙ベースのも

のを見ているのと一緒ということになるのであれなんですけど、今、次のときはＡ

４サイズがいいということで出たんですが、いいですか、そういった考え方で。 

○村田委員  これは、このタブレットをすぐ入れかえるというんじゃないんでし

ょう。今任期はこれでいって、来期からもし買いかえるとしたら、大きいほうがい

いのかどうなのかということを問うているんですね。これは大きいにこしたことは

ないですよ。ただ、来期、この場に来る人もおるのかどうかということもあります

けれども、基本としてはそうだと思いますけれども、その後でまた言います。 

○三鬼（和）委員長  今期なのか来期なのかを含めても、いわゆるドコモさんや

ったらドコモさんの買いやすい時期というのがあるもんで、２４カ月割賦というの

か、そういったのが出たときには、今任期最後であっても検討するかどうかという

ことも踏まえてありますので、そういったときにサイズを事務局が迷わないように、

参考意見として今回は聞くということです。 

○村田委員  本当に個人的なことで申しわけないんですけれども、私のこのタブ

レットは、操作が下手なのかどうかわかりませんけれども、いろんなものが入って

いたら重いかもしれませんけれども、非常に起動が遅いんですよね。なおかつ、今

でもちんちんに熱を持ってきておるんですよ。あと２年半、もつのかなどうなのか

なという感じでおるんですけれども、壊れた場合は、事務局はどうなるの、これ。 

○三鬼（和）委員長  故意の壊れじゃない場合は、配付せざるを得ないわね。 

○岩本議会事務局長  事務局に予備機もございますもんで、物すごくふぐあいが

出たという場合は、設定を変えさせていただいて、交換させていただくような形も

できると思いますので、また一回検討させてもらいます。 

○村田委員  余分なことかもわかりませんけど、この間、私、タブレットの中身
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はよくわからんのですが、これは誰でも見えるじゃないかというような、事務局と

やりとりがあったように聞きます。情報かお知らせか知りませんけれども、その辺

のところは、事務局はどういう扱いをしておるのかな。ちょっとお聞きしたかった

んですがね、このタブレットについて。この間、やりとりあったよね。 

○岩本議会事務局長  個人フォルダーは、本来、その個人しか見えないような設

定にしておくべきなんですけれども、そこが全員に見えるようになっていたという

ことで、そこは訂正させていただきました。 

○村田委員  事務局に聞きますけれども、それは初めからそうなっておったんで

すか。 

○岩本議会事務局長  当初は、個人しか見えないようになっていたと思うんです

けれども、私もこの経過がわからないですけど、途中でどうも全議員に見えるよう

な設定に変わってしまっていたみたいで、そこを今回直させていただきました。 

○村田委員  直してくれるのは当然なんですが、当初から全員が見えるようにな

っていたらいいんですけれども、当初は見えないようになっていて、途中から見え

るように、いつから、どこでなったのかわからないとは、こんないいかげんなこと

でいいんでしょうか。何のための個人フォルダーなんですか。私は、これについて

は、事務局が管理をきちっとしてもらわないと、どこでどういう経過をたどってそ

ういうことになったのか、きちっと私は原因追及していただきたいぐらいですよ。

おかしいじゃないですか、こんなこと。いかがですか、事務局。 

○三鬼（和）委員長  事務局、これはメールですか、サイドブックスのほう、ど

ちらですか。 

○岩本議会事務局長  サイドブックスの各議員さんごとのフォルダーがある。実

際、今ちょっとその原因はわからない状態なので、調査させていただきます。 

○村田委員  事務局を責めるんじゃないですけれども、これは事務局しかそれを

変えることはできないんですか。ほかの人でもできるんですか、どうなんですか。 

○岩本議会事務局長  これは事務局だけです。 

○村田委員  それなら原因がわからんというのはおかしいですよね。事務局だけ

しか触れないのに、事務局がその原因がわからないというのはおかしいですよね。

基本的には事務局だけなんですから、どこかから誰かが操作をすると、そんなこと

は考えられんのですか。ないんですか。僕は余り理解できんけど、訂正してくれた

なら、修正したならそれでいいと思いますけれども、そういうことがあっては、何

のための個人情報かということになりますから、その辺のところはやっぱり、事務
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局、きちっと管理をしていただくようお願い申し上げます。 

○三鬼（和）委員長  私、ちょっとそのエラーは見ていないんですけど、十分気

をつけられるように。 

 それと、この前の改選のときに、前に持っていた方から、新人の方が持ったりし

て、前の古い議員の名前が出てきたりとか、メールの部分とかがあったじゃないで

すか。一遍リセットしてから、新しいアカウントをとってやるということも検討せ

なあかんようには思いますね。 

 それでは、事務局、くれぐれもその辺は、個人フォルダーはあくまで個人向けに

設定しておるものですので、気をつけてください。重々気をつけるように（聴取不

能）。 

 そういったことで、タブレットにつきましても、先ほど言いましたように、今、

村田委員のやつが性能が問題があると思いますので、その部分については、あれや

ったら事務局のほうと、個人情報もちゃんとするような形で……。 

（「使い方とかもわからんけど」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  一遍その辺も。 

 あと、次のときに交換というのか、更新するときには、年数がかなりいくんです

けど、いわゆるＡ４サイズを中心に検討してもらうべきという意見があって、ほか

には意見ないようですので、それでいいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  それと、３番目は、ユーストリームなんですが、きょうは

ワンセグ、オワセグとユーストリームによるインターネットの無料ライブ放送を行

っております。きのう、ユーチューブの無料ライブについてテストしておったみた

いなので、もしあれだったら、きょう、ユーチューブのほうでテストしてみたらと

は言ったんですけど、まだしっくりいっていないということがあって、きょうのは

ユーストリームですけど、先ほど８月６日に行政常任委員会が行われるということ

で、ワンセグについては普通どおりの放送なんですけど、ユーチューブで行う部分

については、半試験的ということ、それまでも試験放送はするとは思うんですけど、

８月６日からユーチューブによるインターネット放送に変わるということなので、

御理解願いたいと思います。そういうことですよね、事務局。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員  今までユーチューブは本会議場だけでしたけど、委員会もユーチュ

ーブでやるということですか。 
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○三鬼（和）委員長  はい。きのうはワンセグが映っておったので、ユーチュー

ブを開いてみたら尾鷲市議会というのが出てきました。これらについても、市の議

会のところで広告を出さなあかんと思うんですけど、そこから入っていくと、ライ

ブ放送が見られるような形で、最初のときはそこから入っていただいたらいいので

はないかと思っています。 

○奥田委員  それはあれですか。ライブ放送、生中継ですね、生中継と録画もあ

るということですか。当然そういうことなんですかね。 

○三鬼（和）委員長  前回の議会運営委員会でお話しさせていただきましたよう

に、ユーストリームにおいても、ライブ放送したものが録画放送みたいに残ってお

りますけど、それも１００％じゃないところがあるようです。ユーチューブにおき

ましても、一般質問のほうは編集したものを載せますもんで、これは間違いなく変

わるということは、何らかのあれで発信が悪いときはありますけど、見えますけど、

ライブ放送については確保せずにやりますもんで、時によっては、そのまま録画放

送みたいに残る場合もありますし、途切れておる場合もあるというのは、ユースト

リーム、ユーチューブもあるらしいです。 

 ですので、委員会で発言したことを、録画がないじゃないかというクレームはち

ょっとできないですね。 

○濵中委員  前回の議運のときに聞かせてもらった。やはり録画であるとか、そ

ういったものというのは、音声の途切れであったりとか画像のミスとかということ

がありますけれども、文書も議事録検索に関して、ちょっと調べてほしいとお願い

した部分はどうなりましたか。 

○三鬼（和）委員長  インターネットで議事録を検索するのについて意見があっ

たと。これはちょっと研さんするように、事務局に言っています。 

○岩本議会事務局長  議事録につきましては、現在、本会議のみ、ホームページ

のほうで閲覧できるようになっておりますけれども、委員会のほうも載せたほうが

よいということであれば、特に金額的なものは必要なしに載せられますので、それ

はできると思います。 

○三鬼（和）委員長  ＰＤＦで載せるんでしょうか。 

○岩本議会事務局長  そうです。 

○三鬼（和）委員長  ＰＤＦのを検索できるような形で、それを議会事務局でア

ップすれば可能で、市のホームページから、議会事務局のほうから検索していくと

いう形でできるということです。 
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 それらについて、進めていきますか、どうですか。 

○奥田委員  今、一般質問だけ後で加工して載せていますけど、以前、委員会も

一部やっていましたよね、常任委員会。やったはずなんですよ。だから、できんこ

とはないでしょう、後で加工して。後から、やっぱりライブは見られんもんで、ワ

ンセグでも見られんもんで録画を、やっぱり必ずチェックしている人がおるんです

わ、市民の方々もね。何人かいらっしゃるんですよ。だもんで、できたら録画が見

られるような、後で加工してもいいので、どんどんユーチューブのほうに載せたっ

てほしいんですけどね。以前、やっていましたよ、一部。 

○岩本議会事務局長  ユーチューブのほうでやっておったのは、一般質問だけな

んです、録画。ユーストリームでは委員会も本会議も一緒のように、生放送された

ものがそのまま残っていくという形で、当初からやっています。ユーチューブは一

般質問だけ。 

○奥田委員  最初のころ、総務産業と生活文教があったころ、定例会で一回載せ

たことがあったよ。と思うんですけど、ぜひやってほしいですけどね。 

○三鬼（和）委員長  インターネットについては、ユーストリームで市がやって

いないので、ユーストリームの尾鷲市議会というんですか、それにしか載っていな

いはずです。 

 それが今度、ユーチューブでもそういった形では載るんですけど、それが確実に

録画として残っておるかどうかは担保できないということなので、御理解願いたい

ということです。そこまでちょっと……。 

○濵中委員  書面による公開に関しましては、やはりマイクの使い方であるとか、

それから言葉の使い方であるとかによって聞き取りにくい部分も、文書ですと確実

な部分もありますので、できれば議事録の公開というのはお願いしたいと思います。 

○三鬼（和）委員長  濵中委員より、委員会の議事録の文書検索がインターネッ

トでできるようにしてほしいという意見が出ました。いかがですか。 

○南委員  現実に委員会議録って、今の体制で速やかにできるの、事務局のほう。

そこら辺をちょっと確認せんことには。 

○三鬼（和）委員長  今の議会事務局３人プラス１人体制で、そういったことも

含めて大丈夫かということ。 

○岩本議会事務局長  今、会議録の反訳自体は業者さんに委託してやっておりま

して、とりあえず本会議のほうを優先して反訳を進めておりますので、委員会につ

いては若干それよりおくれる形にはなりますけれども、ホームページのほうへ載せ
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るということは可能です。反訳自体が業者さんなので。 

○三鬼（和）委員長  ですので、早く委員会議事録を載せようとか、そういうあ

んまり、問題とか事件があったときは、議事録を見直すということはあり得ること

ですけど、普通にしておる部分には、そういった本会議のほうを先に優先しまして、

その後、反訳ができた部分をＰＤＦで載せるという形になろうかと思いますので、

その辺はせかさないでやれるんだったらということで、じゃ、これで進める方向で

いいですか。 

○奥田委員  ということは、委員会の議事録にしても、放送にしても、だって、

ユーチューブならできるでしょう、一般質問だってやっているんだから。後から委

員会の分、それはＰＤＦでということですかね。という理解でよろしいですか。そ

れはやっぱり委員会だけ。 

○三鬼（和）委員長  ＰＤＦで業者から来たのを紙で刷ります。議事録のコピー

はできますけど、音声はありません。 

○奥田委員  ただ、やっぱり臨場感を味わいたいという人が結構おるんですわ。

ワンセグをできるだけ見ておるんやけれども、どうしても見られんときってあるも

んで、そのときにユーストリームを見て、新聞にはこう書いておるけれども、どう

なのかなというような比較をしておる人も結構おるみたいで、全然違うやないかと

いう人が多いんやけれども。だから、そういうのもあるもんで、できるだけ議事録

も当然そうやけれども、やっぱり透明性って持たなあかんと思うんですよね。議会

改革を進めていく上で、議会が何をやっておるかということ、どういう議論をされ

ておるのかということをどんどんどんどん透明性を持って、議会もアピールという

意味で、市民の方々にしたほうがええと思うもんで、後づけでもええもんで、ユー

チューブには、ぜひ委員会審議もどんどん載せてほしいね。そこだけお願いしてお

きますわ。 

○三鬼（和）委員長  現実、これと同時にワンセグとユーチューブで撮影して、

ライブ放送としてするのは間違いないので、限りなくそれがよい状態で、録画とし

て残ることを期待したいというので、ユーストリームについてもそのような現状で、

たまたま見たのが録画で残っておったというのがあるんですけど、これは音声が途

切れておったりとか、電波の状態によってそうなっていないというのが起こり得る

ことですのと、あとは費用的な問題がありますので、ライブ放送は、尾鷲市民の方

には、市内におる方にはワンセグがありますけど、市民の方でも市外へ出ておる方

もいるということで、作業のこともあって、インターネット放送ということをやっ
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ていますもんで、そこはライブ放送が中心ということだけ御理解、その辺になると

費用的な問題もありますので、限りなくライブ放送がよい状態で録画で残っておる

ことを期待はしたいと思っていますけれども、ユーチューブに変わっても。 

○仲副議長  そのことも、議会の情報公開とあるもんで、基本条例に。基本条例

の中で検討したらどうですか。今ここでぱっと決めるんじゃなしに。今のユーチュ

ーブとか、そんな説明はいいんやけど、するかしないかというのは、基本条例のと

ころで検討すべきじゃないんですか。 

○三鬼（和）委員長  検討はしますけど、ただ、８月からユーチューブでインタ

ーネット放送せざるを得ないもんで、そういう現状が起こり得るということで御理

解願いたい。それ以上は、事務局を責められてもちょっと難しいもんで。 

 ほかにございませんか。 

○野田委員  その他でよろしいですか。 

○三鬼（和）委員長  その他ってどういうこと。 

○野田委員  じゃ、結構です。後で言います。 

○三鬼（和）委員長  あと、本日予定しておったのは、評価、検証については持

ち帰っていただいてするということと、あと、地方自治法とか、いろんなものに絡

むことは、正副議長と相談しながら、こちらでまとめさせていただくということに

なりましたので、この辺の時間が要らなくなったわけなので、あれです。 

 そういったことで、タブレットについては、今後検討する場合は、Ａ４サイズの

ものを検討していくと。 

 それから、インターネット放送については、ユーストリームからユーチューブに

ライブ放送が変わると。あと、ワンセグとか、そういったものには変わりありませ

ん。 

 それと、議事録、文書の部分をＰＤＦで検索できるように、これは時期的なもの

に関しましては、それが完成し次第、事務局の対応でそれを載せてもらうというこ

とでいいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  じゃ、以上で本日検討すべき……。 

（「その他に」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（和）委員長  何か関係することがありましたら。 

○野田委員  議会基本条例の中に含められるのかどうかちょっとわかりませんけ

れども、議員の定数の見直しの検討ということも、任期期間中というんですか、検
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討すべきことかと思いますので、それも一つ提案させていただきたいと思います。 

○三鬼（和）委員長  ですので、特に今回、これをきっかけに、尾鷲市議会基本

条例を全部精読していただいて、皆さんと一緒に改良すべき点は改良したりとか、

延ばすべきところは延ばしてということにしたいと思っておりますので、ひとつよ

ろしくお願いします。 

 じゃ、大変お疲れと、初めてのことなので、進行がたどたどしかったので申しわ

けございませんが、ひとつ検証シートのほうを、皆さん、よろしくお願いします。 

 それでは、委員会を閉じたいと思います。御苦労さまでございました。 

（午前１１時０４分 閉会） 


